


水系１液反応硬化型シリコンエポキシ系微弾性下地調整塗材

1608-8-500・DFC

既存塗膜の劣化が著しい場合、または既存塗膜がセメント系下地の場合には、高圧洗浄
後にダイヤガンコシーラーを塗布してから使用して下さい。
打ち放しコンクリート、PC、モルタル等の新築の場合は、ダイヤアクレスエポを施工する
前にダイヤワイドシーラーまたはダイヤガンコシーラーを塗布して下さい。
シーリング材の上に施工することは避けて下さい。汚染、ひび割れ、剥離などの不具合   
が発生するおそれがあります。必要上塗布する場合は、シーリング材との塗り重ね適合性
を充分確認のうえ施工して下さい。
施工環境が気温5℃以下の場合、湿度８５％ＲＨ以上の場合、結露が発生する可能性 
がある場合、外部の施工で降雨が予想される場合には施工を避けて下さい。仕上り不良  
剥離などの不具合が発生し、本来の塗膜性能を発揮出来ないおそれがあります。
施工に際し、施工・管理上の詳細な注意点について仕様書等をご確認下さい。
施工に際し、安全衛生上の詳細な注意点については安全データシート（ＳＤＳ）をご確認
下さい。
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